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。



衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
法
曹
養
成
制
度
改
革
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
法
曹
養
成
制
度
改
革
推
進
会
議
決
定
」
（
以
下
「
推
進
会
議
決
定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
今
後
の

法
曹
人
口
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
「
新
た
に
養
成
し
、
輩
出
さ
れ
る
法
曹
の
規
模
は
、
司
法
試
験
合
格
者
数
で
い
え
ば
、

質
・
量
と
も
に
豊
か
な
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
現
行
の
法
曹
養
成
制
度
の
下
で
こ
れ
ま
で
直
近
で
も
千
八
百

人
程
度
の
有
為
な
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
き
た
現
状
を
踏
ま
え
、
当
面
、
こ
れ
よ
り
規
模
が
縮
小
す
る
と
し
て
も
、
千
五
百
人

程
度
は
輩
出
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
取
組
を
進
め
、
更
に
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
関
係
者
各
々
が
最
善
を
尽
く
し
、

社
会
の
法
的
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
質
の
高
い
法
曹
が
輩
出
さ
れ
、
活
躍
す
る
状
況
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
」
な
ど
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
、
直
ち
に
、
新
た
に
養
成
し
、
輩
出
さ
れ
る
法
曹
の
規
模

に
関
す
る
こ
の
指
針
と
異
な
る
新
た
な
指
針
を
設
定
す
る
状
況
に
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
推
進
会
議
決
定
に
お
い
て
、
「
司
法
制
度
改
革
に
お
い
て
、
質
・
量
と
も
に
豊
か
な
法
曹
を
養
成

す
る
た
め
、
法
科
大
学
院
を
中
核
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
法
曹
養
成
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
約
十
年
が
経
過
し
た
今
、

一



法
科
大
学
院
全
体
と
し
て
の
司
法
試
験
合
格
率
や
、
弁
護
士
を
含
む
法
曹
有
資
格
者
の
活
動
の
場
の
拡
が
り
な
ど
が
、
制
度

創
設
当
初
に
期
待
さ
れ
て
い
た
状
況
と
異
な
る
も
の
と
な
り
、
法
曹
志
望
者
の
減
少
を
招
来
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
変
更
は
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
新
た
に
養
成
し
、
輩
出
さ
れ
る
法
曹
の
質
の
確
保
を
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
質
の
高
い
法
曹
が
社

会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
状
況
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
推
進
会
議
決
定
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
の
ほ
か
関

係
機
関
・
団
体
が
参
加
す
る
「
法
曹
養
成
制
度
改
革
連
絡
協
議
会
」
等
を
通
じ
て
、
法
曹
人
口
の
在
り
方
に
関
す
る
必
要
な

デ
ー
タ
の
集
積
を
継
続
し
て
行
い
、
高
い
質
を
有
し
、
か
つ
、
国
民
の
法
的
需
要
に
十
分
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
法
曹
の
輩

出
規
模
に
つ
い
て
、
輩
出
さ
れ
る
法
曹
の
質
の
点
も
含
め
、
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
法
曹
志
望
者
数
を
回
復
さ
せ
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
質
の
高
い
法
曹
を
多
数
輩
出
し
て
い
く
た
め
、

推
進
会
議
決
定
に
基
づ
き
、
法
曹
有
資
格
者
の
活
動
領
域
の
拡
大
に
向
け
た
環
境
整
備
、
法
曹
の
輩
出
規
模
に
つ
い
て
の
検

証
、
法
科
大
学
院
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
そ
の
他
の
法
科
大
学
院
改
革
に
向
け
た
取
組
、
司
法
試
験
制
度
の
在
り
方
に

二



関
す
る
検
討
、
司
法
修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
策
の
整
備
等
を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

法
曹
志
望
者
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
推
進
会
議
決
定
で
挙
げ
た
要
因
と
と
も
に
、
学
生
の

進
路
の
動
向
、
法
曹
養
成
課
程
に
お
け
る
経
済
的
・
時
間
的
負
担
等
様
々
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
法
科
大
学
院
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
司
法
試
験
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
課
程
の
修
了
の
受
験
資
格
に
基
づ

き
司
法
試
験
を
受
験
し
た
も
の
の
う
ち
合
格
し
た
者
の
割
合
が
、
平
成
三
十
年
の
同
試
験
が
終
了
し
た
時
点
で
七
割
以
上
と

な
っ
て
い
る
法
科
大
学
院
の
数
を
、
当
該
受
験
者
が
当
該
法
科
大
学
院
課
程
を
修
了
し
た
年
度
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
同
号
に
お
い
て
、
法
科
大
学
院
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
そ
の
修
了
の
日
後
の
最
初
の
四
月
一

日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
司
法
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

三
十
年
度
に
法
科
大
学
院
課
程
を
修
了
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
科
大
学
院
課
程
の
修
了
の
受
験
資
格
に
基
づ
い
て
平
成
三

十
年
に
同
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

三



平
成
二
十
六
年
度

七
校

平
成
二
十
七
年
度

七
校

平
成
二
十
八
年
度

五
校

平
成
二
十
九
年
度

二
校

二
の
�
に
つ
い
て

司
法
試
験
合
格
者
は
、
司
法
試
験
委
員
会
に
お
い
て
、
法
曹
と
な
る
べ
き
能
力
の
有
無
を
判
定
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
年
度
に
法
科
大
学
院
課
程
を
修
了
す
る
者
で
あ
っ
て
法
科
大
学
院
課
程
の
修

了
の
受
験
資
格
に
基
づ
き
司
法
試
験
を
受
験
す
る
も
の
の
う
ち
合
格
す
る
者
の
割
合
に
関
し
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

推
進
会
議
決
定
に
お
い
て
は
、
「
法
科
大
学
院
改
革
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し
て
、
「
法
科
大
学
院
の
抜
本
的

な
組
織
見
直
し
及
び
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
各
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
了
者
の
う
ち
相
当
程
度
が
司
法

試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
」
と
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
踏
ま

四



え
、
各
法
科
大
学
院
に
対
す
る
公
的
支
援
の
見
直
し
や
司
法
試
験
合
格
率
等
の
客
観
的
指
標
を
活
用
し
た
認
証
評
価
の
厳
格

化
、
法
科
大
学
院
が
共
通
し
て
客
観
的
か
つ
厳
格
に
進
級
判
定
等
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
共
通
到
達
度
確
認
試
験
の
試
行
等

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
司
法
試
験
合
格
率
の
み
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
質
・
量
と
も
に
豊
か
な
法
曹
を
養
成
す
る
と
い

う
司
法
制
度
改
革
の
目
的
を
踏
ま
え
、
法
曹
養
成
制
度
改
革
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
、
必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

五


